入社志願書
◘ 資本志望事項

	区分
	新入社員  
	希望職種
	正社員

	志望部署
	
	希望年俸
	会社内規


◘ 基本事項

	[image: image1.jpg]



	氏名
	[ふりがな] チョ・ヘジン   [漢字] 趙慧珍     [英字] Cho, HyeJin

	
	韓国住民番号
	870629 – 2038021 (満    24    歳)

	
	本籍
	ソウル特別市 恩平區 新寺一洞 261-25

	
	現住所
	京畿道 南楊州市 和道邑 墨峴里 サムイク アパート 103/306

	
	連絡先
	031 – 513 - 5531
	携帯電話
	010 – 3533 – 7731

	
	E-mail
	Hyejin,cho@y-k.co.kr

	
	報勳対象
	非対称
	障害有無
	なし


◘ 学歴

	入学年月
	卒業年月
	学校名 
	学部　学科
	卒業有無

	2003年 03月
	2006年 02月
	心石高等学校
	
	卒業

	年   月
	年   月
	専門大学
	
	

	2006年 03月
	2012年 02月
	韓国外国語大学
	 主専攻：産業経営学
副専攻 ：日本語通訳翻訳学
	卒業

	年   月
	年   月
	大学校            
	
	

	年   月
	年   月
	
	
	

	年   月
	年   月
	
	
	


◘ 外国語

	言語
	会話
	読解
	作文
	試験名
	点数
	登録番号
	取得日

	英語
	下
	中
	中
	TOEIC
	885
	619864
	2010.03.27

	
	上/中/下
	上/中/下
	上/中/下
	
	
	
	

	日本語
	中
	中
	中
	
	
	
	

	
	上/中/下
	上/中/下
	上/中/下
	
	
	
	


◘ 家族事項
	関係
	氏名
	年齢
	最終学歴
	勤務場所
	同居有無

	父
	趙文成
	55
	大学卒業
	㈜동진
	Y 

	母
	李善美
	50
	高校卒業
	専業主婦
	Y 

	弟
	趙成願
	24
	大学在学中
	光云大学校
	Y 

	
	
	
	
	
	


◘ 職歴

	会社名
	勤務部署
	担当業務
	職種
	期間
	離職理由

	SK C&C
	
	
	インターン
	2008年06月 ~ 2008年08月
	インターン終了

	SAP Korea
	
	
	インターン
	2009年06月 ~ 2009年08月
	インターン終了

	Yuhan-Kimberly
	戦略企画本部
	
	正社員
	2011年08月 ~  在職中  
	


◘ 資格 /能力

	資格証明
	発行機関
	取得日
	登録番号
	その他

	報機器運営機能士
	韓国産業人力公団
	2005.07.25
	05453231271X
	

	パソコン活用能力3級
	大韓商工会議所
	2005.05.16
	05-K8-020961
	

	夜間会話過程 

(88期 研修過程修了)
	韓国外国語大学
研修評価院
	2011.12.19
	
	英語会話過程 88期

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


◘ その他事項

	宗教
	キリスト教

	趣味/特技
	[趣味] 読書
[特技] ピアノ演奏

	海外留学経験
	[国/地域] 日本(東京)

[期間] 2009.12 – 2010.02

	PC実務能力
	[実用可能 Software] ハングル, ワード, エクセル, パワーポイント

[その他 IT スキル] SAP

	ボランティア

サークル活動
	

	表彰/受賞暦
	

	その他
	


自己紹介所
	幼年期からの価値観
6歳の頃、迷子になった私は迷子保護所に預けられたことがあります。両親が迷子保護所へ引き取りに来た時、私は泣いておらず、他に道に迷って悲しんでいる子供たちを慰めていと言われています。　私は「人の外見を変えることは出来なくても心は変えることができる」と信じております。　
これからも、多くの人と接し、その中に信頼感と期待感を与えることできるピグマリオン薬のように不可能を可能にできる人になりたいです。

パソコンのに夢を持った中学生
「将来に備えて、パソコンを習得しなさい」という学校の先生のご指導を頂き、パソコン塾に通い始めることになりました。　何事にも万能に機能するパソコンに魅力を感じつつ、私はパソコン関連の資格取得の準備しながら、もっとパソコンを使いこなしていきたいという情熱を持つようになり、商業高校への進学に挑戦し、入学しました。
目標に向かって挑戦する高校生
1男1女の長女として生まれた私は、幼い頃から両親から物事の選択権を与えられ、自分自身が選択したことについては自分が責任を持つように教育されてきた私は、何事にも責任を持ち行動してきました。　高等学校のカリキュラムの中で経営関連科目を学ぶ中で、もっと学問を磨きたいという意志が強くなり、大学へ進学を決意いたしました。　
大学進学するには多くの勉強と困難が伴いますす。特に商業高等学校に在籍して私は、学校の特性上、先生方には就職を勧められ、学校の授業で教えてもらえない部分もありました。
その分、独学で学ぶ必要があり大変困難な時期でありましたが。自分の目標を達成するために、長期的に細かく計画を立てて、資格取得、良い内申書、受験勉強、と学校生活併行しておこないました。その結果、現在大学に進学することができました。
グローバルに挑戦する大学生
失敗を恐れ変化を拒んでいたら、どんな発展や成長できないと思い、私は何事にも積極的に挑戦してきました。
私は直接的な体験を通じての学習を求め、大学4年間、日本語学、産業経営学、会計学など、多くの授業でのプロジェクトを遂行し、様々な知識を積むことができました。
この様々なプロジェクトの経験を通じて、ただの勉強で終わるのではなく、直接体験をすることで得られる知識を身に着けることができました。

私は大学生活を通じて培ってきた力を発揮しようと思い、韓国企業のSK C＆Cで進行中の国防部EAコンサルタントに参加しました。
私は。米国国防データを分析し、翻訳作業を行ないました。また、次官級ワークショップの補助作業を引き受け、発表資料の準備をする役割を果たし、現業業務を体験することができました。　
最初の頃、不慣だった国防関連の知識やIT関連用語の定義を毎週教育と試験を通して学ぶことができ、また、難しい業務内容を行なうことで自分自身の実力を確認することができました。　
この経験通して、組織や業務全般を理解することができ、また、私がこの会社の一員になるために必要な知識と経験を培うことができる基礎（基盤）となりました。

文化体験のための努力
異文化を直接体験してたいと強い思いがあり、6ヶ月間韓国の語学学校のアルバイトを通して旅費を用意して、日本の東京にへ留学（語学研修）に行きました。　語学研修中、日本語を学びながら、現地の人々に多く会い、日本の生活を体験してきました。また、様々な国の友人と一緒に日本語で様々なテーマで話し合い、自分たちの国の文化を紹介をしたりしながら、他国の文化も積極的に学びました。　授業後は、日本文化日本生活を直接体験するため日本食レストランで仕事をしました、日本人の方や外国人の方に韓国の伝統料理と食文化を伝えてれるよう努力しました。　この経験を通じて、何よりも私が当然思っていたものについて、もう一度考え直し、臨機応変に思考を切り替えることができる切っ掛けになりました。　また、世界的活躍しておられるこの会社の社員のように、グローバルな視野を持った人材に必要な経験を積み重ねることができました。

世に出る初めの一歩。ユハンキンバリー
2011年夏、私は株式会社ユハンキンバリーと初めて出会い、一歩一歩の実務経験を通じて一つ一つ学んでいく思いで、社会人の一歩を踏みだしました。　私の主な業務は、SAPモジュールについて学び、購入、会計、物流に関連する契約書の管理、顧客とのミーティングに参加するなど、今まで経験できなかった実務業務を経験しました。　また、上半期には、ユハンキンバリーの全社員にタブレットを配布するEMP（Enterprise mobile project）に参加しました。プロジェクトを成功に導くために、まず現状の分析が最も重要だと思い、技術中心ではなく、ユーザーの立場から分析をしてみました。　多くの会議を通して、実務で必要なアプリケーションは何かを企画して選定をし、会社内部での電子決済/教育資料/ビデオ会議など、様々なモバイルアプリケーションを運営するために、さまざまな企業との直接ミーティングを行ないました。　そしてアプリケーション/システムを立ち上げ、全社員の教育を最後に、プロジェクトは正常に終了することができました。　絶えず要求を受け入れるために努力し、ユハンキンバリー全社員の意見がよく反映されEMPプロジェクトを行うことができ、現在ユハンキンバリーでは無くてはならない一分野として運営をしております。

私、チョへジンとこの会社との相性100％

中国のことわざに 「あなたの計画が1年計画なら米を育てて、20年計画なら木を植え。もし一世紀間の計画なら人を植え（育て）なさい」ということわざがあります。　私はこの会社の今後一世紀の躍進のために植え（育て）られる人材になりたいです。

私が、大学4年間に行なったプロジェクトのほとんどが、顧客のニーズを把握、To-beの設計および解析、応用プログラム通してドキュメント作業をすることでありました。この経験を積み重ねてきた私は、この会社で外部の顧客だけでなく内部顧客のニーズを取りまとめたサービスを導入し、業務の効率を向上させることができると思います。　産業経営のコラボレーション、顧客中心の考え方、プロフェッショナルな姿勢で仕事に挑み、全てのサービスが技術中心ではなく、ユーザー中心になるようにしていきたいと思います。

今後この会社社員の一員として、常に謙虚に生き、学ぶ姿勢で臨んで、先輩たちのアドバイスと経験をもとに専門家になるように準備していきます。　チームとの呼吸を合わすため、常に周囲に気を配り、笑いが途切れないようにムードメーカーになります。　また、社員・従業員がプライドを持ち、お客様に信頼と希望を与えることができるよう　この会社の一本の木になって一緒に成長し、人生の活力素を供給する人材がなります。



作成日付け  :  2012年  05月 04日
志  願  者     :    チョ・ヘジン   

